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ｒ ― ３ 生･堵 檀 ｔ の 麦 匁l こ つ ‘‥z 。j; 例 研 拓 ― 卑 業 痕 象, ）場 合

4 む４ ま 教 酋 ぢ　 漬 野 ｙﾀ 、

７　 生 奄 構 査 。 態 拝 れ 生 塙 構 遠 の 基 本 的jiびlt な る に し ７ 気= 時 Ｍ 釣 包 聞 的 誌 要 素 の

Ｆ－４　已住居学」 の範囲 と内客,こつい て　 家政 学原 論研5L5I

十文字学園 女子短 大 原田　 －

i 的　 家政 学 のりt 科吽， 住居学a  不抜 の部 類に属 する。 そこ-t" ，家政 学原論 の立

場ヵヽ h , 住 居学の性格 を論 じ, 範圓t 内容を明 らヵヽ に し^  ，その振興,こ貸 七 んとす１

ととi  ･乙,    とカバ 融 象論 に流 れや すい家政 学原論に裏衿的 内客&  ふ之んとする。

方法　 住居 偉i 痙し またts これに類 すＥ書籍を葉 め,   その内容 を委素I" 分斯 し， 家

政偉原論-の立場 から北判 し， 内容 の再構成 を試 みた。
結果　 柱居偉不壊 の主因 は，大味・短 大におけ る住属奪 の 旦当者力ぐ主^ して外東講

師 の建 築家に よって占められ ，経営潅側 が`率政 奪出身者の 能 力を信 じ ない ため, 研史

者べ有だIf い こヒにあゐ。住居喀li 建筆偉よ家 政奪の交錯 領収r- 止し, 前老の立場は

柱 宅の遠 築にあ ゐ昿 後 老<r)立場･a 住まい芦 にあゐので， 両港 お 森力しX  研究 を逓め

ゐべさぞ ある，社 宅μ 生 としｔ 建丿勿を才旨す（ 住%  y-L建聊It)ほあに，ー 家庭 生渚め容器

ｔしてぃ≠要^s施設・技侑･  家具･ 什番 づり
学ぞ(i  ,   これ ら の設計 ，室内外 め￥ 錆, 衛 生, 唯 理, 手入, 濯腸 ，来庭 工作, 衣･ を

ま幡 どの関連ド 嗇児・ 来集 ■ 率庭村営 ヒの関連, 燃料 ，ん生 にお げ引 主生 治の意義，

往 生端゜,≪惑
丿 蓼史

，了ﾉごート ■ 団 地の 佐治, 住 咆政 策等ヒ及心。住居孝 町
建築孝

のほか ，聊7理営 ■ 化営・ ま物 惨・ 気象 啄･  梵 貧営･  心埋学 ■ 艮ぶ学 ・社 長啓 一哲學等

に閣係すゐべ ，性 命･こつ丿 ての誄傅-の知識 をただ 寄 七集めた雛 学ぞ はなく,    そin.ら１

往 生箔 の充実向上,  差 んで (J 家庭 生娘i 中･ぐ とすゐ人間 生箔 ｸ）゙だめ 勺t 立 つ よう/

有機的Iこ錯織 レた ものぞ な`くてば なh    ない。


